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第476回 定例会 

2ふくさき議会だより　第145号 

12月定例会  

 条例の制定  条例の制定  条例の制定 

　
12
月
定
例
会
は
12
月
8
日
に
招
集
さ
れ
、
22
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
福
崎
町
自
転
車
の
放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を
は
じ
め
、
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
一
般
質
問
は
、
12
月
20
日
、
21
日
に
行
わ
れ
、
7
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
質
問
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
条
例
は
、
公
共
の
場
所
（
道
路
、
公
園
、
河
川
敷
、 

駅
前
広
場
そ
の
他
公
共
の
場
所
）
で
、
自
転
車
駐
輪
場
以
外 

の
場
所
に
お
け
る
自
転
車
の
放
置
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的 

と
し
て
、
2
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
 

議
員 

　
撤
去
し
た
場
合
の
告
示
の
方

法
は
。 

 

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　
撤
去
し
た
場
合
、
役
場
の
前

の
告
示
板
と
撤
去
し
た
現
地
に

撤
去
し
た
と
い
う
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
。 

議
員 

　
今
回
指
定
し
た
指
定
区
域
が

広
が
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。 

 

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
今

後
、
県
道
の
整
備
が
北
側
に
進

ん
で
、
そ
の
歩
道
上
に
放
置
さ

れ
る
こ
と
が
起
こ
れ
ば
、
告
示

に
よ
り
新
た
に
区
域
指
定
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。 
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議
員 

　
金
額
は
ど
の
よ
う
に
し
て
設

定
さ
れ
た
の
か
。 

 

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
各

市
町
で
は
金
額
に
ば
ら
つ
き
が

あ
り
ま
す
が
、
福
崎
町
の
近
隣
、

類
似
の
町
を
参
考
に
し
て
金
額

の
設
定
を
し
て
い
ま
す
。 

議
員 

　
原
動
機
付
自
転
車
以
外
の
バ

イ
ク
は
、
こ
の
条
例
の
対
象
外

か
。 

 

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　
自
動
車
の
駐
車
違
反
と
し
て

警
察
に
通
報
し
、
対
応
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

議
員
 

　
駐
輪
場
の
確
保
は
で
き
て
い

る
の
か
。
今
後
、
町
が
新
た
に

駐
輪
場
を
建
設
す
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
の
か
。
 

 ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
現
在
、
福
崎
駅
周
辺
に
民
間

駐
輪
場
が
3
軒
あ
り
、
ま
だ
30

台
程
度
の
収
容
が
可
能
で
す
。

常
時
10
台
〜
15
台
の
放
置
自
転

車
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
指

導
し
て
収
容
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
も
し
、
廃
業
さ
れ
る

方
が
あ
れ
ば
、
民
間
で
の
代
替
、

公
営
も
含
め
、
対
応
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 町
長
 

　
今
後
、
鉄
道
利
用
者
が
増
え
、

自
転
車
の
駐
輪
場
が
新
た
に
必

要
に
な
る
と
い
う
状
況
に
な
れ

ば
、
民
間
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
協
議
し
て
対
応
し
て
い
く

と
い
う
形
に
な
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
 

　
売
却
ま
た
は
廃
棄
処
分
 

警
告
（
貼
り
付
け
）
 

巡
回
（
月
1
回
程
度
）
 

警
告
（
貼
り
付
け
）
 

確
認
・
指
導
 

苦
　
情
　
等
 

7
日
経
過
後
 

1
時
間
経
過
後
 

1
ヶ
月
経
過
し
て
も
引
き
取
り
の
な
い
場
合
 

引
き
取
り
の
場
合
 

　
自
転
車
・
・
・
・
・
1
台
に
つ
き
2
0
0
0
円
 

　
原
動
機
付
自
転
車
・
1
台
に
つ
き
3
0
0
0
円
 

　
売
却
ま
た
は
廃
棄
処
分
 

告
示
　
役
場
前
の
告
示
板
 

　
　
　
放
置
の
あ
っ
た
場
所
 

撤
去
　
自
転
車
保
管
場
所（
長
野
防
災
倉
庫
等
）に
保
管
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議
員
 

　
精
麦
機
は
ど
の
よ
う
な
利
用

者
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。
 

 農
林
振
興
課
長
 

　
も
ち
麦
の
生
産
者
が
、
あ
ら

か
じ
め
施
設
の
管
理
人
に
予
約

し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
 

    議
員
 

　
も
ち
麦
以
外
の
麦
は
使
用
で

き
る
の
か
。
 

 農
林
振
興
課
長
 

　
も
ち
麦
以
外
の
麦
は
機
械
の

中
に
残
っ
て
い
た
も
の
が
混
ざ

る
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
の

で
、
現
在
は
も
ち
麦
の
み
の
利

用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
 

議
員
 

　
な
ぜ
、
営
業
時
間
を
午
後
5
時
ま
で
に
変
更
す
る
必

要
が
あ
っ
た
の
か
。
観
光
振
興
の
面
か
ら
も
検
討
を
。
 

 地
域
振
興
課
長
 

　
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ

ー
と
し
て
は
経
費
削
減
、

安
定
経
営
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
午
後
5
時
以
降
は

来
客
が
少
な
く
、
売
り
上

げ
よ
り
も
経
費
の
方
が
高

い
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。
 

 町
長
 

　
昼
間
は
多
く
の
来
客
が

あ
り
ま
す
が
、
夏
期
に
お

い
て
も
、
午
後
5
時
以
降

は
閑
散
と
し
て
い
る
の
が

実
情
で
、
私
自
身
も
何
度

も
現
場
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
売
り
上
げ
の

実
績
か
ら
も
今
回
の
提
案

と
な
り
ま
し
た
。
 

土曜日・日曜日・祝日の閉店時間 

午後7時→午後5時  
なお、GWやお盆、また10名以上の予約がある
場合は、午後5時以降も対応します。 

備 考 
　○　冷暖房機を使用の場合は、基本料金の5割増の額とする。 
　○　使用時間は、準備、後始末の時間を含むものとする。 
　○　加工室の機械使用料に係る数量は、原麦の持込量とする。 
　○　原麦から製粉する場合は、もち麦精麦機による前処理が必要となる。 

基
本
料
金
 

区 分 
研 修 室 
洋室１室 
調 理 室 

　　　　もち麦精麦機 
 

加工室
　もち麦製粉機 
 

半 日 
2,120円 
1,060円 
1,060円 
1,000円／30kg 
1,000円／30kg 
1,250円／30kg 
（もち麦精麦機による前処理含む） 

１ 日 
4,240円 
2,120円 
2,120円 

夜 間 
2,120円 
1,060円 
1,060円 

備 考 

半日とは 
　午前9時～午後0時30分 
　午後1時～午後5時 

1日とは 
　午前9時～午後5時 

夜間とは 
　午後6時～午後10時 

　
6
次
産
業
化
の
拠
点
と
し
て
、
春
日
ふ
れ
あ
い
会
館
が
改

修
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
施
設
の
使
用
料
が
改
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
本
条
例
は
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
 

議
員
 

　
法
的
な
根
拠
は
。
 

 総
務
課
長
 

　
地
方
公
営
企
業
法
で
す
。
法
律
に
よ

れ
ば
管
理
者
を
置
く
の
が
基
本
で
す
が
、

条
例
に
よ
り
管
理
者
を
置
か
な
い
こ
と

と
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
管
理
者
は
課
長
以
上
に
多
く
の
決
裁

権
限
を
持
つ
の
で
、
事
業
や
施
策
の
面

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
速
や
か

な
対
応
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
管
理
者
は
課
長
を
兼
務
で
き

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
公
営
企
業
で
あ
る
上
下
水
道
事
業

に
管
理
者
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

　
本
条
例
は
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。
 

変更内容 
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議
員
 

　
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
 

 農
林
振
興
課
長
 

　
今
ま
で
の
農
業
共
済
事
業
は
米
な
ら

米
だ
け
と
い
う
、
品
目
ご
と
の
共
済
制

度
で
し
た
が
、
農
業
経
営
収
入
保
険
事

業
は
農
業
者
の
収
入
全
体
に
対
す
る
保

険
で
す
。
こ
れ
に
加
入
す
る
に
は
青
色

申
告
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な

り
ま
す
。
町
内
で
は
法
人
を
含
む
20
者

程
度
が
対
象
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
ま
で
の
農
業
共
済
を
選
択
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

　
今
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ

1
億
2
6
4
0
万
円
を
追
加
し
、

総
額
89
億
20
万
円
と
し
ま
し
た
。
 

　
主
な
補
正
内
容
は
、
衆
議
院

解
散
に
伴
う
選
挙
費
用
、
台
風

な
ど
に
よ
る
大
雨
等
の
被
害
に

対
す
る
災
害
復
旧
事
業
、
人
事

異
動
等
に
伴
う
人
件
費
の
増
減
、

私
立
認
定
こ
ど
も
園
施
設
給
付

費
負
担
金
の
増
加
、
人
事
院
勧

告
に
よ
る
職
員
の
給
与
改
定
な

ど
で
す
。
 

　
な
お
、
高
岡
小
学
校
プ
ー
ル

改
修
工
事
の
た
め
、
債
務
負
担

行
為
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　今年度中に支払う予定はな
いが、年度をまたがって支払
が発生することとなる契約を
結ぶ場合などに必要となる予
算の手続き。 

　
上
位
法
令
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
も

の
で
、
新
た
に
市
町
が
行
う
事
務
と
し
て
、
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
が

追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
規
約
は
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
 

衆議院解散に伴う選挙費 
農地農業用施設災害復旧費（設計委託料・工事費・補助金等） 
　・新町大井堰 
　・法面崩壊（田口、北野、庄） 
　・台風等による大雨等の被害箇所（17箇所） 
林業施設災害復旧費 
　・台風等による大雨等の被害箇所（4箇所） 
公共土木施設災害復旧費（設計委託・工事費等） 
エルデホール災害復旧工事費 
私立認定こども園施設給付費負担金 
埋蔵文化財航空写真撮影・発掘調査等委託料 

1000万円 
5900万円 

 
 
 

50万円 
 

770万円 
100万円 
2800万円 
370万円 

補正予算の主な内容 

住
　
所
　
福
崎
町
高
岡
 

任
　
期
　
平
成
29
年
12
月
25
日
か
ら

　
　
　
　
4
年
間
 

教育委員会委員とは  
教育委員は、首長が議会の
同意を得て任命します。非
常勤で、任期は４年です。
月１～２回の定例会などで
教育行政の重要事項や基本
方針を合議制で決定します。 
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治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称） 
の制定を求める請願書 

　治安維持法によって1925年から1945年

の終戦までの間、国民主権を求め、あるいは

戦争に反対し弾圧された犠牲者へ、憲法第

17条「国家賠償請求権」によって賠償を法

制化することを求めるものです。 

　政府の政策、戦争への批判を封じるため、

各種団体だけでなく、一般国民の会話も監視

するというきびしい弾圧が行われました。現

憲法の理念にそって過去の犠牲者への国家賠

償を求める請願に賛成します。 

賛成討論（石野光市） 

意見書を提出 

「道路整備の推進」と「道路財特法における補

助率等の嵩上げ措置の継続」に関する意見書 
 

提案者　民生まちづくり常任委員会 

結　果　全員一致で採択 

 

 

 

以下のとおり「意見書」を政府に提出 

 
（意見書要旨）

 

１．地域の安全・安心を確保し、豊かな

暮らしを築くために必要な道路整備や

適切な維持管理が着実かつ計画的に実

施できるよう、平成30年度予算及び平

成29年度予算の総額を安定的かつ十分

に確保すること。 
 

２．道路財特法の補助率等の嵩上げ措置

については、平成30年度以降も現行制

度を継続すること。 

注1　「〇」は出席です。 
注2　高井議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。また、総務文教常任委員会以外の委員会には 
　　オブザーバーとして出席します。 
注3　委員会の出欠については所属する委員のみ表示しており、「－」は出席の必要はありません。 
注4　賛否が分かれた議案についてのみ掲載しています。 

本会議1日目（12月8日） 

本会議2日目（12月12日） 

総務文教常任委員会（12月15日） 

民生まちづくり常任委員会（12月14日） 

福崎駅周辺整備対策特別委員会（12月15日） 

本会議3日目（12月20日） 

本会議4日目（12月21日） 

本会議5日目（12月22日） 

高
井
國
年
 

城
谷
英
之
 

石
野
光
市
 

小
林
　
博
 

冨
田
昭
市
 

牛
尾
雅
一
 

山
口
　
純
 

木
村
い
づ
み
 

河
嶋
重
一
郎
 

前
川
裕
量
 

北
山
孝
彦
 

三
輪
一
朝
 

柴
田
幹
夫
 

松
岡
秀
人
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
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○ 

◎ 

○ 
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－ 
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○ 

－ 

○ 

○ 
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● 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 
－ 

議席番号・議員名 

会 議 名  

賛成 

反対 

2 

11

治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称） 
の制定を求める請願書 

出
欠
の
状
況
 

採
決
の
 

結
果
 

 

●定例会における出席状況および議案に対する賛否● 

かさ 

かさ 
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7 ふくさき議会だより　第145号 

第476回福崎町議会定例会提出議案と審議結果 

議案等番号 件　　　　　　名  

報告第 8 号 

議案第66号 

議案第67号 

議案第68号 

議案第69号 

議案第70号 

議案第71号 

議案第72号 

議案第73号 

議案第74号 

議案第75号 

議案第76号 

議案第77号 

議案第78号 

議案第79号 

議案第80号 

議案第81号 

議案第82号 

議案第83号 

議案第84号 

議案第85号 

議案第86号 

議案第87号 

議案第88号 

議案第89号 

議案第90号 

議案第91号 

 

請願第 4 号 

 

意見書案第1号 

 

議会の委任による専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 

専決処分の承認を求めること（平成29年度福崎町一般会計補正予算（第2号）） 

市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の承認 

教育委員会委員の任命 

中播農業共済事務組合規約の一部変更 

福崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町もちむぎのやかたの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例 

福崎町農林業体験学習館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町自転車の放置防止に関する条例の制定 

福崎町上下水道事業管理者の設置等のための関係条例の整備に関する条例の制定 

平成29年度福崎町一般会計補正予算（第3号） 

平成29年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） 

平成29年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号） 

平成29年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 

平成29年度福崎町水道事業会計補正予算（第1号） 

平成29年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第1号） 

平成29年度福崎町下水道事業会計補正予算（第1号） 

 

福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

平成29年度福崎町一般会計補正予算（第4号） 

平成29年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 

平成29年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号） 

平成29年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第3号） 

平成29年度福崎町水道事業会計補正予算（第2号） 

平成29年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第2号） 

平成29年度福崎町下水道事業会計補正予算（第2号） 

 

治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定を求める請願書 

 

「道路整備の推進」と「道路財特法における補助率等の嵩上げ措置の継続」に関する意見書 

審議結果 

報告及び質疑 

賛成全員 承認 

 
賛成全員 同意

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
賛成全員 可決

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賛成少数 不採択 

 

賛成全員 可決 

 

（町長提案分） 

（議員提案分） 

（委員会提案分） 

福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例及び福崎町議会議員の議員報酬、 
費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例 

12月定例会  

7 ふくさき議会だより　第145号 

第476回福崎町議会定例会提出議案と審議結果 

議案等番号 件　　　　　　名  

報告第 8 号 

議案第66号 

議案第67号 

議案第68号 

議案第69号 

議案第70号 

議案第71号 

議案第72号 

議案第73号 

議案第74号 

議案第75号 

議案第76号 

議案第77号 

議案第78号 

議案第79号 

議案第80号 

議案第81号 

議案第82号 

議案第83号 

議案第84号 

議案第85号 

議案第86号 

議案第87号 

議案第88号 

議案第89号 

議案第90号 

議案第91号 

 

請願第 4 号 

 

意見書案第1号 

 

議会の委任による専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 

専決処分の承認を求めること（平成29年度福崎町一般会計補正予算（第2号）） 

市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の承認 

教育委員会委員の任命 

中播農業共済事務組合規約の一部変更 

福崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町もちむぎのやかたの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例 

福崎町農林業体験学習館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町自転車の放置防止に関する条例の制定 

福崎町上下水道事業管理者の設置等のための関係条例の整備に関する条例の制定 

平成29年度福崎町一般会計補正予算（第3号） 

平成29年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） 

平成29年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号） 

平成29年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 

平成29年度福崎町水道事業会計補正予算（第1号） 

平成29年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第1号） 

平成29年度福崎町下水道事業会計補正予算（第1号） 

 

福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

平成29年度福崎町一般会計補正予算（第4号） 

平成29年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 

平成29年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号） 

平成29年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第3号） 

平成29年度福崎町水道事業会計補正予算（第2号） 

平成29年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第2号） 

平成29年度福崎町下水道事業会計補正予算（第2号） 

 

治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定を求める請願書 

 

「道路整備の推進」と「道路財特法における補助率等の嵩上げ措置の継続」に関する意見書 

審議結果 

報告及び質疑 

賛成全員 承認 

 
賛成全員 同意

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
賛成全員 可決

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賛成少数 不採択 

 

賛成全員 可決 

 

（町長提案分） 

（議員提案分） 

（委員会提案分） 

福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例及び福崎町議会議員の議員報酬、 
費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例 

かさ 



8ふくさき議会だより　第145号 

総務文教常任委員会  

福崎町給食共同調理センター 
調理等業務委託優先交渉権者を決定 
福崎町給食共同調理センター 
調理等業務委託優先交渉権者を決定 
福崎町給食共同調理センター 
調理等業務委託優先交渉権者を決定 

大屋根広場（南但馬自然学校） やまびこの館（但馬やまびこの郷） 

　給食共同調理センターの調理及び配送業務を平

成30年4月から民間委託するため、福崎町給食共

同調理センター業務委託総合評価審査会で、第1次

審査（書類審査）、第2次審査（プレゼンテーション

及びヒアリング審査）を実施し、最も評価点が高か

った者を優先交渉権者にしました。 

　見積価格が安価であるうえに、調理場の作業動

線や衛生管理体制が優れた内容であること、児童・

生徒、園児の安全・安心を考えた内容で、強い熱

意と意気込みが感じられたという評価により選定

されました。 

　来年度小学5年生になる児童の保護者を対象に施

設見学を行いました。総務文教常任委員も11月29

日に福崎・高岡小学校の保護者とともに見学しました。

　築20年以上経ちますが、管理が行き届いており、

子どもが活動する場所にはわかりやすく注意書きや

使用方法の説明書きがされ、配慮がされていました。 

　南但馬自然学校の近くには、不登校及び不登校傾

向の子どもや保護者、教職員等を対象とした学校生

活への復帰を目指す施設「但馬やまびこの郷」があ

ります。体験活動を通じて心と体が元気になり、次

の一歩を踏み出すきっかけづくりにつながるような

指導をされています。電話相談、来所相談もされて

いますので、お悩みの方はご相談ください。 

【但馬やまびこの郷】 

　　住 所　朝来市山東町森字向山45－101 

　　電 話　079－676－4724

委
員
長
　
木
村
い
づ
み
 

副
委
員
長
　
石
野
　
光
市
 

委
　
　
員
　
牛
尾
　
雅
一
 

委
　
　
員
　
城
谷
　
英
之
 

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝
 

●閉会中における委員会出席状況● 

10月24日 
11月27日 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

木
村
い
づ
み
 

石
野
光
市
 

牛
尾
雅
一
 

城
谷
英
之
 

高
井
國
年
 

松
岡
秀
人
 

三
輪
一
朝
 

議 員 名  
開 催 日  

注　「〇」は出席です。 

�������������
�������������
QQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQ
�������������
�������������

【優先交渉権者】　名　称　コーベフーズ株式会社 
　　　　　　　　　代表者　代表取締役　久保 孝義 
　　　　　　　　　所在地　神戸市中央区東川崎町1丁目1番3号 

【兵庫県立南但馬自然学校・但馬やまびこの郷を現地視察】 
さと 

さと 

さと 

さと 



9 ふくさき議会だより　第145号 

民生まちづくり常任委員会  

現地視察風景 

「怪しい抜け道」 
作者　青千代様（東京都） 

公園に設置された大型ＦＲＰ像 
第3回最優秀作品「招き鵺」 

　ぬえ 

第4回全国妖怪造形コンテスト 
一般の部最優秀作品は「怪しい抜け道」 
第4回全国妖怪造形コンテスト 
一般の部最優秀作品は「怪しい抜け道」 
第4回全国妖怪造形コンテスト 
一般の部最優秀作品は「怪しい抜け道」 

　平成26年から始まった全国妖怪造形コンテスト

も今年で第4回を迎えました。年々作品の完成度は

上がっていく一方で、入選作品にはすばらしい作

品の数々が並びます。最優秀作品賞を受賞した作

品は大型FRP像となり、　川山公園に設置される

予定です。 

　福崎工業団地協議会から「桧谷ふれあい広場」の

一部を臨時駐車場用地として賃借したいとの協議が

あり、委員会としては了承することとしました。 

��������
��������
QQQQQQQQ
QQQQQQQQ
��������
��������
「桧谷ふれあい広場」の一部を賃借 

委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

委
　
　
員
　
河
嶋
重
一
郎
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
小
林
　
　
博
 

委
　
　
員
　
柴
田
　
幹
夫
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

●閉会中における委員会出席状況● 

10月25日 
11月28日 

注1　「〇」は出席です。 
注2　高井議長は、オブザーバーとして出席します。 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

－ 
○ 

前
川
裕
量
 

山
口
　
純
 

河
嶋
重
一
郎
 

北
山
孝
彦
 

小
林
　
博
 

柴
田
幹
夫
 

冨
田
昭
市
 

高
井
國
年
 

議 員 名  
開 催 日  

部 門 

一　般 

ジュニア 

合 計 

応募数 

151 

65 

216

町内 

0 

18 

18

県内 

18 

11 

29

県外 

120 

36 

156

海外 

13 

0 

13

地域別応募数 

国内：北海道～沖縄　海外：台湾、香港 

�
�
�
�
�
�
�

Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q

�
�
�
�
�
�
�ひのき 

ひのき 
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3月定例会 3月定例会 福崎駅周辺整備対策特別委員会  

ふくさき議会だより　第145号 

福崎駅前イメージ決まる 福崎駅前イメージ決まる 福崎駅前イメージ決まる 

福崎町美術展 福崎駅前に信号は 地中配電線化の検討は 

 

駅 南 幹 線 

甘地福崎線 

福崎駅田原線 

駅 前 広 場 

合　計 

契約済 

12/12筆 

31/31筆 

 9 /12筆 

14/14筆 

66/69筆 

 

12/12筆 

26/31筆 

 9 /12筆 

10/14筆 

57/69筆 

 

1,286㎡ 

3,244㎡ 

2,310㎡ 

   811㎡ 

7,651/10,010㎡ 

取得完了（登記済） 

　今回の工事では設置しません。公安委員会からは、

道路供用後、状況を見ながら検討するという回答

を受けています。もし設置することとなった場合

の準備として、地中に信号配管を設置しておく予

定です。 

車いす等への配慮は 

　設計はユニバーサル・デザインで実施しており、

福祉にも手厚い形となっています。 

豆 識 知 

ユニバーサル・デザインとは 

　年齢や障がいの有無にかかわらず、す

べての人が使いやすいように工夫された

用具・建造物などのデザイン。 

　町道福崎駅田原線には電柱設置を認めない、ま

た交流広場や駅前広場内および交通広場前の交差

点を含む一部区間においては電線を地中埋没する

など景観に配慮した計画としています。 

福崎町美術展 工事の進捗状況は 

　工事が広範囲に及び、現場周辺に集中していま

すが、しっかりと工程調整を行い、工期内の完成

を目指します。 
用地取得状況  



11 ふくさき議会だより　第145号 

一般質問  

「一般質問」は、公の場である議会で、行政全般について町長の考え方
や町政をただし、また、議員自らも政策提言を行い、政治姿勢を明らか
にする大切な場です。質問をする議員は、町長に事前に質問内容を通告
し、議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した議員が
原稿を起こし、「議会だより」に掲載しています。 

 

①安全・安心のまちづくりについて 

②観光振興について 

③地域住民の各種活動支援について 

①3年目を迎えた橋本町政について 

②民法改正について 

③上井水路と普通河川について 

④開発事業等調整条例の面積基準に満

　たない開発と雨水対策について 

①公共施設の整備について 

②駐輪場の使用について 

③環境保全について 

①消防行政について 

②観光行政について 

③教育行政について 

 

①食育の推進について 

②公契約と給食センターについて 

③学校教育について 

①教育問題について 

②都市計画等まちづくりについて 

③道路・交通安全対策について 

④国保及び介護保険について 

⑤もちむぎ問題など前回質問事項その

　後について 

①福崎駅周辺整備について 

②市街化調整区域の人口減対策と規制

　緩和について 

③交通弱者、買い物難民対策について 

④県事業関係について 

 

牛尾　雅一 

 

 

三輪　一朝 

 

 
 

 

木村いづみ 

 

 

城谷　英之 

 

 

 

石野　光市 

 

 

小林　　博 

 

 

 

 

 

北山　孝彦 
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一般質問  

問
　
元
JA
八
千
種
支
店
東
側

の
山
裾
の
崩
落
に
よ
り
八
千

種
小
学
校
の
大
貫
地
区
等
の

児
童
・
生
徒
の
通
学
路
が
町

道
大
貫
山
田
線
の
一
部
に
変

更
と
な
っ
て
い
る
が
、
歩
道

が
な
く
道
路
幅
が
急
に
狭
く

な
っ
て
い
る
。
対
応
は
。
 

住
民
生
活
課
長
　
家
と
道
路

と
の
間
の
溝
に
ふ
た
を
か
け

る
工
事
を
行
い
ま
す
。
 

問
　
文
化
セ
ン
タ
ー
は
築
40

年
以
上
、
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
は

築
20
年
以
上
経
過
し
老
朽
化

し
て
い
る
。
将
来
を
見
据
え

て
地
価
の
安
い
広
い
場
所
で

8
0
0
人
程
度
収
容
で
き
る

大
ホ
ー
ル
を
有
す
る
大
型
施

設
の
建
設
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。
 

町
長
　
町
の
財
政
力
で
は
大

ホ
ー
ル
を
建
設
す
る
力
は
あ

り
ま
せ
ん
。
 

問
　
町
内
の
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
で
行
政

の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
を

カ
バ
ー
い
た
だ
い
て
お
り
誠

に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
が
、

近
年
会
員
の
高
齢
化
等
の
問

題
が
あ
る
。
今
後
、
町
と
し

て
、
新
規
団
体
の
養
成
・
既

存
団
体
の
支
援
は
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
新
規
グ
ル

ー
プ
の
立
ち
上
げ
や
、
既
存

団
体
へ
の
活
動
の
場
の
支
援
、

登
録
グ
ル
ー
プ
の
中
で
会
員

数
が
5
名
以
上
で
年
間
12
回

以
上
の
活
動
で
社
会
福
祉
協

議
会
が
年
間
2
万
円
を
助
成

し
ま
す
。
 

問
　
日
の
長
い
7
月
、
8
月

は
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ

る
の
で
、
河
童
・
天
狗
の
出

没
を
午
後
7
時
ま
で
に
で
き

な
い
か
。
 

町
長
　
観
光
客
の
状
況
を
判

断
し
つ
つ
、
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
す
る
今
後
の
養
成
・
支
援
は
 

牛 尾 雅 一  

　
新
規
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
や
既
存
団
体
へ
の
活
動
を
支
援
 

問
　
橋
本
町
長
が
新
年
度
か

ら
新
た
に
取
り
組
ま
れ
る
政

策
・
事
業
は
。
 

町
長
　
財
源
構
成
を
踏
ま
え

る
と
、
新
た
な
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
は
厳
し
い
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

問
　
上
井
水
路
は
、
井
ノ
口

か
ら
　
川
、
田
尻
、
西
光
寺

へ
と
南
下
し
て
い
る
。
 

①
上
井
水
路
に
よ
る
か
ん
が

い
農
地
は
中
国
道
、
播
但
道

福
崎
IC
、
大
型
店
舗
の
立
地

宅
地
化
等
で
激
減
し
て
い
る
。
 

②
上
井
水
路
の
か
ん
が
い
面

積
は
、
雨
水
が
流
れ
込
む
上

流
域
面
積
の
7
％
し
か
な
い
。
 

③
上
井
水
路
へ
雨
水
が
流
れ

込
む
特
定
の
上
流
域
は
、
面

積
の
6
割
が
農
地
以
外
へ
と

転
用
さ
れ
、
保
水
力
が
低
下

し
上
井
水
路
へ
流
れ
込
む
雨

水
量
が
1
割
以
上
増
加
し
て

上
井
水
路
の
排
水
機
能
向
上

が
望
ま
れ
る
。
 

④
今
後
も
か
ん
が
い
農
地
の

減
少
と
上
流
域
の
開
発
が
進

展
し
、
上
井
水
路
の
排
水
機

能
が
一
層
問
わ
れ
る
と
想
定

さ
れ
る
。
 

よ
っ
て
、
上
井
水
路
を
町
管

理
河
川
に
指
定
し
、
水
害
対

策
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
上
井
水

路
を
町
管
理
河
川
と
す
る
こ

と
は
、
次
の
こ
と
か
ら
今
後

の
検
討
課
題
で
す
。
 

①
水
利
組
合
の
存
在
意
義
の

問
題
が
あ
る
。
 

②
福
崎
町
内
は
開
発
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
船
津
町
八
幡

地
区
は
上
井
水
路
が
か
ん
が

い
す
る
多
く
の
農
地
が
あ
り

本
町
内
を
町
管
理
河
川
と
す

る
に
は
水
利
組
合
や
姫
路
市

と
の
協
議
が
必
要
に
な
る
。
 

③
老
朽
化
し
た
上
井
水
路
の

修
理
費
用
な
ど
の
財
政
的
負

担
の
問
題
が
あ
る
。
 

新
年
度
の
新
規
事
業
は
 

三 輪 一 朝  

　
新
た
な
事
業
展
開
は
厳
し
い
 

ボランティア団体の活動風景 

非農地化した福崎ICの北周辺 
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一般質問  

問
　
機
能
別
消
防
団
の
研
究

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
本
団
幹
部

と
任
命
要
件
や
活
動
内
容
に

つ
い
て
協
議
し
、
早
期
導
入

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
 

町
長
　
分
団
長
会
議
で
、
消

防
団
の
切
実
な
る
訴
え
を
聞

き
ま
し
た
。
消
防
の
再
編
成

も
、
一
つ
の
視
野
に
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
 

問
　
妖
怪
ベ
ン
チ
を
交
流
軸

周
辺
の
飲
食
店
等
に
配
置
さ

れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
行
政

側
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
何
か
。
 

地
域
振
興
課
長
　
観
光
客
の

方
に
、
妖
怪
ベ
ン
チ
を
探
し

な
が
ら
歩
い
て
い
た
だ
き
、

滞
在
時
間
を
延
ば
し
て
い
た

だ
く
事
で
、
買
い
物
を
し
て

い
た
だ
き
、
町
内
で
の
消
費

拡
大
へ
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問
　
春
日
山
周
辺
里
山
防
災

林
整
備
事
業
の
中
で
遊
歩
道

は
付
け
て
も
ら
え
な
い
か
。

ま
た
、
北
側
か
ら
の
登
山
道

を
整
備
し
て
ほ
し
い
が
ど
う

か
。
 

農
林
振
興
課
長
　
里
山
防
災

林
整
備
事
業
の
中
で
遊
歩
道

の
整
備
メ
ニ
ュ
ー
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
管
理
道
の
設
置
は

で
き
ま
す
。
登
山
道
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
現
地
で
確
認

し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

機
能
別
消
防
団
の
報
酬
は
ど
う
す
る
の
か
 

城 谷 英 之  

　
報
酬
に
つ
い
て
は
、
支
給
せ
ず
、
活
動
手
当
の
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
 

問
　
悪
天
候
の
中
で
も
、
さ

る
び
あ
ド
ー
ム
で
利
用
者
が

快
適
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や

イ
ベ
ン
ト
が
楽
し
め
る
よ
う

に
、
防
風
ネ
ッ
ト
や
防
風
フ

ェ
ン
ス
の
設
置
を
要
望
す
る
。

6
月
定
例
議
会
で
山
口
議
員

も
質
問
さ
れ
、
半
年
経
つ
が

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。
 

社
会
教
育
課
長
　
今
の
と
こ

ろ
実
施
の
目
途
は
た
っ
て
い

ま
せ
ん
。
 

問
　
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
の
移
動

式
観
覧
席
の
除
菌
、
清
掃
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
行
っ
て
い

る
の
か
。
 

社
会
教
育
課
長
　
シ
ル
バ
ー

に
よ
る
清
掃
を
週
1
回
、
専

門
業
者
に
よ
る
年
3
回
の
ワ

ッ
ク
ス
が
け
と
年
1
回
の
保

守
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

問
　
文
化
セ
ン
タ
ー
の
大
ホ

ー
ル
の
階
段
が
上
が
れ
ず
に

中
に
入
れ
な
か
っ
た
高
齢
者

が
お
ら
れ
た
。
車
椅
子
の
方

や
足
の
不
自
由
な
方
が
大
ホ

ー
ル
に
入
る
た
め
の
通
路
は

あ
る
の
か
。
 

社
会
教
育
課
長
　
ス
タ
ッ
フ

用
の
通
路
が
あ
り
、
段
差
な

し
で
大
ホ
ー
ル
に
入
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
。
 

問
　
文
化
セ
ン
タ
ー
の
玄
関

前
と
大
ホ
ー
ル
の
入
り
口
付

近
に
小
さ
な
段
差
が
あ
り
、

高
齢
者
に
と
っ
て
、
と
て
も

危
険
で
大
き
な
ケ
ガ
に
も
つ

な
が
り
か
ね
な
い
。
危
険
箇

所
の
改
修
の
予
定
は
な
い
の

か
。
 

社
会
教
育
課
長
　
た
び
た
び

聞
い
て
い
ま
す
が
、
今
の
と

こ
ろ
改
修
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。
 

問
　
駐
輪
場
を
利
用
し
て
い

る
学
生
に
対
し
て
助
成
を
。
 

学
校
教
育
課
長
　
一
部
の
学

生
に
対
し
て
の
助
成
は
し
ま

せ
ん
。
 

問
　
高
校
・
専
門
学
校
・
大

学
生
に
対
す
る
町
独
自
の
支

援
策
は
な
い
か
。
 

学
校
教
育
課
長
　
特
に
あ
り

ま
せ
ん
。
 

さ
る
び
あ
ド
ー
ム
の
防
風
ネ
ッ
ト
の
設
置
は
 

木村いづみ 

　
実
施
の
目
途
は
た
っ
て
い
ま
せ
ん
 

雨風がしのげないさるびあドーム 

各分団に配備された防火服 
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一般質問  

問
　
平
成
30
年
度
か
ら
給
食

セ
ン
タ
ー
の
調
理
部
門
が
民

間
委
託
と
な
る
。
職
業
病
の

頸
肩
腕
症
候
群
等
を
予
防
す

る
面
か
ら
も
人
員
配
置
の
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て

き
た
が
、
継
続
さ
れ
る
の
か
。
 

学
校
教
育
課
長
　
現
行
1
日

交
代
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し

て
い
ま
す
。
委
託
後
も
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
は
行
わ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
。
 

問
　
公
契
約
で
の
労
災
・
職

業
病
予
防
対
策
も
品
質
管
理

の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
 

学
校
教
育
課
長
　
町
給
食
セ

ン
タ
ー
に
即
し
た
安
全
ル
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
優

先
交
渉
権
者
は
社
内
で
「
労

災
・
職
業
病
防
止
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
策
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

問
　
公
契
約
で
の
労
災
・
職

業
病
予
防
や
種
々
の
労
働
条

件
の
管
理
に
寄
与
す
る
公
契

約
条
例
の
制
定
に
向
け
て
の

動
き
は
。
 

企
画
財
政
課
長
　
研
究
し
て

い
ま
す
。
 

問
　
成
長
期
の
発
達
を
保
障
、

中
高
年
の
疾
患
予
防
・
改
善

を
は
か
る
上
で
食
育
の
さ
ら

な
る
充
実
が
望
ま
れ
る
。
以

前
、
食
育
の
推
進
協
力
店
登

録
に
つ
い
て
県
制
度
で
す
す

め
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

取
り
組
み
は
ど
う
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
「
食
の
健

康
協
力
店
」
と
し
て
39
件
の

登
録
が
あ
り
、
も
ち
む
ぎ
の

や
か
た
、
文
珠
荘
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
店
舗
入
り
口
の

ス
テ
ッ
カ
ー
表
示
や
町
と
し

て
紹
介
す
る
工
夫
を
し
ま
す
。
 

問
　
不
登
校
（
年
間
30
日
以

上
欠
席
）
、
不
登
校
気
味
の

生
徒
は
い
る
の
か
。
 

教
育
長
　
小
中
学
校
と
も
に

あ
り
、
個
々
に
応
じ
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

給
食
セ
ン
タ
ー
民
間
委
託
で
労
災
・
職
業
病
対
策
は
 

石 野 光 市  

　
調
理
部
門
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
継
続
さ
れ
ま
す
 

問
　
学
校
施
設
長
寿
命
化
計

画
で
統
廃
合
の
心
配
は
。
各

施
設
整
備
、
社
会
教
育
施
設

は
直
営
の
維
持
を
求
め
る
。
 

教
育
長
　
学
校
は
地
域
文
化

の
殿
堂
で
あ
り
、
統
廃
合
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
 

学
校
教
育
課
長
　
各
施
設
の

整
備
計
画
を
立
て
ま
す
。
 

社
会
教
育
課
長
　
社
会
教
育

施
設
は
直
営
で
進
め
ま
す
。
 

問
　
福
崎
駅
周
辺
整
備
の
効

果
を
高
め
る
た
め
に
も
福
崎

駅
田
原
線
の
延
伸
等
、
東
西

の
連
携
計
画
が
必
要
と
思
う
。

（
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
も
線
が
あ
る
。）
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
平
成
30

年
度
か
ら
計
画
の
見
直
し
を

進
め
ま
す
。
福
崎
駅
田
原
線

の
見
直
し
の
中
で
大
門
福
田

線
の
代
替
機
能
を
持
た
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問
　
直
谷
か
ら
福
田
方
面
の

雨
水
排
水
計
画
は
ど
う
か
。
 

公
営
企
業
参
事
　
平
成
30
年

度
に
変
更
協
議
を
行
い
ま
す
。

事
業
は
数
年
か
か
る
見
込
み

で
す
。
 

問
　
市
街
化
区
域
内
の
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
方
策
を
。

町
道
板
坂
塩
田
線
の
不
法
占

有
へ
の
対
処
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
粘
り
強

く
指
導
し
ま
す
。
 

問
　
曇
り
に
く
い
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
増
設
を
求
め
る
。
 

住
民
生
活
課
長
　
凍
結
防
止

ミ
ラ
ー
は
幹
線
道
路
な
ど
状

況
を
見
な
が
ら
整
備
し
ま
す
。
 

問
　
国
保
県
営
化
で
税
の
値

上
げ
に
な
ら
ぬ
取
り
組
み
を
。
 

町
長
　
基
金
を
活
用
し
、
段

階
的
な
取
り
組
み
を
し
ま
す
。
 

問
　
も
ち
む
ぎ
の
生
産
に
意

欲
が
出
る
価
格
・
品
種
の
対

応
は
ど
う
か
。
 

地
域
振
興
課
長
　
生
産
者
支

援
の
仕
組
み
を
調
整
中
で
す
。
 

農
林
振
興
課
長
　
新
品
種
も

生
か
す
方
向
で
検
討
中
で
す
。
 

駅
周
辺
整
備
の
効
果
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
 

小 林 　 博  

　
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
 

冬場でも曇らないカーブミラー 

冬場に曇って見えないカーブミラー 

け
い
け
ん
わ
ん
 

給食センターでの調理の様子 
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一般質問  

問
　
福
崎
駅
周
辺
整
備
事
業

計
画
で
は
「
交
流
広
場
」
「

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
整

備
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
活
用
法
は
。
 

技
監
　「
交
流
広
場
」
で
は
、

軽
ト
ラ
市
等
イ
ベ
ン
ト
の
開
 

催
、「
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
」
 

は
観
光
情
報
を
発
信
す
る
拠

点
と
し
て
地
元
特
産
品
の
販

売
等
を
実
施
し
、
そ
れ
ら
の

活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

問
　
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た

め
、
利
便
性
施
設
の
誘
致
が

重
要
。
6
月
議
会
に
お
い
て
、

減
額
貸
付
の
規
定
が
設
け
ら

れ
た
。
改
め
て
現
在
の
誘
致

の
状
況
は
。
 

技
監
　
商
業
施
設
の
誘
致
は
、

課
題
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
ま
す
。
福
崎
町
商
工
会

が
主
体
と
な
っ
て
説
明
会
を

開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
町
と
し
て
も
事
業
内

容
、
賃
貸
条
件
等
を
説
明
し
、

施
設
誘
致
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。
 

問
　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
へ
の
現
在
の
取
り
組
み
状

況
は
。
 

技
監
　
駅
前
の
密
集
市
街
地

対
策
支
援
事
業
に
よ
り
、
県

か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

を
受
け
、「
防
災
、
住
環
境
、

駅
前
の
あ
る
べ
き
姿
」
等
の

視
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
 

問
　
急
激
に
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
買
い
物
や
通
院
等

に
サ
ル
ビ
ア
号
増
便
の
計
画

は
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
の
中
で
検

討
中
で
す
。
 

問
　
七
種
川
の
護
岸
工
事
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
計
画

は
進
ん
で
い
る
の
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
平
成
29

年
度
は
福
岡
川
の
下
流
水
路

を
延
伸
さ
せ
る
た
め
に
予
算

の
配
分
を
変
え
た
た
め
、
次

年
度
以
降
で
対
応
す
る
と
の

こ
と
で
す
。
 

　
神
崎
郡
3
町
で
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
新
ご
み
処
理

施
設
に
つ
い
て
研
究
す
る
た

め
、
11
月
7
日
〜
11
月
8
日

に
熊
本
県
山
鹿
市
と
菊
池
環

境
保
全
組
合
を
視
察
し
ま
し

た
。
 

　
山
鹿
市
は
建
設
予
定
地
の

決
定
に
公
募
方
式
を
採
用
し
、

現
在
建
設
工
事
に
着
手
し
て

い
ま
す
。
公
募
方
式
に
よ
る

選
定
に
お
け
る
様
々
な
課
題

や
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
 

　
菊
池
環
境
保
全
組
合
で
は
、

建
設
予
定
地
の
決
定
か
ら
処

理
場
建
設
に
着
手
す
る
ま
で

の
経
緯
や
経
過
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
 

   　
今
後
、
福
崎
町
に
お
い
て

も
新
処
理
場
建
設
に
向
け
た

様
々
な
検
討
が
進
ん
で
い
き

ま
す
。
委
員
会
と
し
て
も
、

視
察
の
成
果
を
活
か
し
、
研

究
と
議
論
を
深
め
、
行
政
と

も
協
力
し
な
が
ら
ご
み
処
理

場
建
設
に
関
す
る
各
種
課
題

の
解
決
に
向
け
て
尽
力
し
て

い
き
ま
す
。
 

整
備
が
進
む
福
崎
駅
周
辺
今
後
の
展
開
は
 

北 山 孝 彦  

　
商
業
施
設
の
誘
致
が
課
題
で
す
 

��
��
��
��
��
��
��

QQ
QQ
QQ
QQ
QQ
QQ
QQ

��
��
��
��
��
��
��新
ご
み
処
理
施
設
を
学
ぶ
 

　
民
生
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
 

工事中のみなと銀行新店舗 

工事が進む廃棄物処理施設 

や
ま
が
 

や
ま
が
 

豆 識 知 

公
募
方
式
と
は
 

　
新
施
設
の
概
要
や

応
募
条
件
を
明
示
し
、

3
町
全
体
か
ら
募
集

し
て
建
設
予
定
地
の

選
定
を
行
う
こ
と
。
 

注1　「〇」は出席、「－」は出席の必要はありません。 
注2　高井議長は、オブザーバーとして出席します。 

○ 
○ 
○
遅
○ 

○ 
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○ 
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○ 
○ 
－ 

○ 
○ 
○ 
○ 
－ 

○ 
○ 
欠 
○ 
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－ 
－ 
－ 
－ 
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議員名 

開催日 

●議会広報常任委員会● 
石
野
光
市
 

柴
田
幹
夫
 

北
山
孝
彦
 

木
村
い
づ
み
 

松
岡
秀
人
 

三
輪
一
朝
 

高
井
國
年
 12月27日 

　1　月　5　日 
　1　月18日 
　1　月22日 
　1　月25日 
 

○
○
○ 

○
○
○ 

○
○
○ 

○
○
○ 

○
○
○ 

○
○
○ 

○
○
○ 

議員名 

開催日 

●議会運営委員会● 
河
嶋
重
一
郎
 

山
口
　
純
 

牛
尾
雅
一
 

小
林
　
博
 

冨
田
昭
市
 

前
川
裕
量
 

高
井
國
年
 

12月　1　日 
12月20日 
　1　月15日 
 



◆
議
会
広
報
常
任
委
員
会 

　
委
員
長
　
石
野
　
光
市 

　
副
委
員
長
　
柴
田
　
幹
夫 

　
委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦 

　
委
　
　
員
　
木
村
い
づ
み 

　
委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人 

　
委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝 
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志政会
 

 

誠人会
 

 

政和会
 

 
日本共産党 
福崎町議会議員団 
 

（会長）　　（会計） 
城谷英之　　前川裕量　　高井國年 
（代表）　 （副代表） 
冨田昭市　　牛尾雅一　　三輪一朝 
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松
の
内
も
、
ま
た
た
く
間
に

過
ぎ
去
り
、
い
つ
も
通
り
の
日
 

々
が
巡
っ
て
き
た
。
 

　
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

普
段
に
無
い
こ
と
を
自
ら
に
課

そ
う
と
し
た
が
、
な
か
な
か
長

続
き
し
な
い
。
 

　
長
続
き
す
る
に
は
ど
の
よ
う

な
道
が
あ
る
の
か
一
考
し
て
み

た
。
 

　
散
歩
で
１
本
先
の
電
柱
を
目

指
す
よ
う
に
、
日
々
コ
ツ
コ
ツ

と
や
っ
て
ゆ
く
道
。
 

　
硬
直
的
で
な
く
柔
軟
に
取
り

組
む
道
。
 

　
引
き
出
し
を
増
や
す
道
。
 

　
あ
え
て
遠
回
り
す
る
道
。
 

　
自
分
に
合
う
道
探
し
は
、
 

　
　
も
う
少
し
続
き
そ
う
だ
。
 

三
輪
　
一
朝
 

編
集
後
記
 

　12月8日～12月9日、整備が進むJR福崎駅前
で「福崎を昨日よりちょっとだけ楽しく」をテ
ーマに、「福崎○○まるしぇ」が開催されました。 
　この事業は福崎町と兵庫県立大学が連携して
行う「地方創生推進交付金事業（軽トラ市等実
証実験）」の一環で、福崎駅前の潜在能力を探る
社会実験です。 
　特産もち麦を使ったメニューや地元産の野菜
などを販売し、家族連れなど多くの人で賑わい
ました。 

次の定例会は3月2日開会予定 次の定例会は3月2日開会予定 

　
毎
年
、
成
人
の
日
に
神
積
寺
の
境
内
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

神
積
寺
の
本
尊
薬
師
如
来
の
化
身
「
山
の
神
」
と
家
来
の

「
青
鬼
」
「
赤
鬼
」
が
邪
気
を
払
う
伝
統
行
事
で
す
。
 

まこと 

平成３０年１月現在 


